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本研究では、日本国際学園大学経営情報学部において開講されている科目のシラバスを用い、教
育課程の全体像やモデルの特徴を可視化することを目的とし、授業内容の計量テキスト分析を試み
た。シラバスに記載されている「授業概要」における頻出語の特徴を明らかにした上で、抽出語と
科目区分との対応分析を実施した結果、各専攻の専門基礎科目群において特徴的に現れる語を見出
した。また、専攻に対応したモデルが設定されていることを踏まえ、そのモデルごとの学びの内容
を可視化するため、「AI・情報モデル」及び「コンテンツデザインモデル」を例に、共起ネットワーク
により授業において学ぶことができる内容を可視化した。
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１．本研究の背景と目的

高等教育機関においては、急速に変化する
社会のニーズに対応し、学生に質の高い教育
を提供することが求められている。この要求に
応え、大学教育の質を保証するため、カリキュ
ラムマネジメント1) が不可欠となっている。教育
課程を適切に編成し実施するための方針とし
て、カリキュラム・ポリシー等の策定が高等教育

機関には求められており、実際に策定されたポ
リシー等の内容が実施されているかを定期的に
確認し、教育の質を向上させていくことが必要と
なっている。

2024年4月に筑波学院大学から名称を変更
した日本国際学園大学には、経営情報学部（ビ
ジネスデザイン学科）が設置されており、各学
年における教育課程実施方針を次のように定め
ている2)。

＜研究ノート＞
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1） 1年次春学期には、大学での教育を受けるための基礎となる語学力（英語・日本語）や技術（基
礎的な ICT 活用能力）を身につける。同時に、社会人基礎力・アカデミックスキルを身につける
基礎的な知識や教養を学ぶ。1年次秋学期からは、学生の関心や希望する進路に応じて4専攻
の中のモデルを選択する。ただし、2年次になる際に、選択したモデルを変更することができる。 

留学生は、必ず「日本文化・ビジネスモデル」に所属し、モデルを変更することはできない。
2） 2年次からは、多様な学問的課題・社会的課題を自分自身で考える力を身につけるため、専門基

礎科目（共通、専攻）を広く体系的に実施する。柔軟かつクリエイティブな発想で課題解決ができ
る力を身につけるため、選択したモデルを含む／ある専攻だけでなく、他専攻の専門基礎科目も履
修できる。

3） 3年次からは、卒業後の進路を意識し21世紀を生きるために必要な深い教養、ビジネスマインドや
マネジメント能力、作品を制作するための技術などを、専門発展科目を通じて体系的に学ぶ。また、
専門演習ゼミの中では、ディスカッション能力、プレゼンテーション能力、コミュニケーション能力及
びチームワークなどといったプロフェッショナル（職業人）としての問題解決能力を身につける。

4） 4年次では、専門演習ゼミを通じて専門的な学識と技能を深めることにより、主体的・創造的な問
題解決への取り組み方や、多様な背景を持つ他者とのコミュニケーション能力を身につける。希
望者は卒業研究に取り組むことができ、指導教員の下で、専門の内容に沿ったデータ収集・分析、
作品制作、プログラム開発を行い、これらに論理的な考察を加えることによって卒業論文を完成さ
せることで、創造的な思考力、問題解決力を身につける。

1年次においては教養科目や外国語科目、入
門科目、2年次からは専門基礎科目、3年次か
らは専門発展科目を履修するとともに、進路に
関する科目等を体系的に履修することにより、主
体的な学びを実現させ、論理的思考力や応用
力の育成を目指している。そのために、学生の
関心やキャリアにあわせ、4つの専攻に対応し
た8つのモデル（表1）が用意されている。それ

ぞれのモデルでは、専攻に関係する科目を中心
としながら、それぞれのモデルに応じた必修科
目や推奨科目が設定されている。

本研究では、日本国際学園大学経営情報
学部を事例として、開講されている科目の授業
内容に関する計量的分析を実施した。本研究
における分析の結果から、教育課程の全体
像やモデルの特徴を可視化し、カリキュラム設
定状況の確認や改善につなげることが見込ま 

れる。

２．高等教育におけるシラバスの計量的分析

シラバスとは、学生が各授業科目の準備学修
等を進めるための基本となる各授業科目の授業
計画が記されたものであり、学生が講義の履修
を決める際の資料ともなるもの3) である。学生・
教員の双方にとって重要となる科目の設計図 4)と
も言え、その充実が求められている5)。

各大学において、シラバスを計量的に分析
し、カリキュラムとしての特徴を可視化する取組

専攻 モデル

人文科学専攻

国際教養モデル
英語コミュニケーションモデル
国際エアラインモデル
国際ホテルモデル

社会科学専攻 公務員モデル

経営学専攻
現代ビジネスモデル
日本文化・ビジネスモデル

情報・デザイン
専攻

AI・情報モデル
コンテンツデザインモデル

表1　専攻・モデル
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が実施されている。例えば、教育課程の全体
像を明らかにし、学校紹介において示されてい
る各学科の特徴との共通性 6) や学年によるゼミ
内容の推移 7) を明らかとする取組が実施されて 

いる。
本研究においては、過去に各大学において

試みられている知見を踏まえつつ、日本国際学
園大学経営情報学部を事例とした計量的分析
を実施した。日本国際学園大学経営情報学部
におけるシラバスを用いた分析は管見の限り過
去に行われておらず、初めての試みである。また、
日本国際学園大学経営情報学部における新た
な特徴として導入されているモデルごとの学びに
ついて、その内容を明らかにすることにより、学
修の支援やカリキュラムマネジメントに資すること
が期待される。

３．分析の方法

3.1　データの収集
本研究では、インターネット上で公開されてい

る日本国際学園大学2024年度シラバス8) に記
載されている「授業概要」の記載事項をデータ
として収集し、使用した。対象は、日本国際
学園大学教育課程及び履修方法に関する規
程 別表1に示されている授業科目とし、旧カリ
キュラムにおいて開講されている科目等は除外
した。

一部の科目では、複数のクラスが開講されて
いたが、その場合には、すべてのクラスのデー
タを収集した。ただし、同じ内容が複数のクラ
スにおいて記載されていると判断されたものは、
重複部分を除外した。

また、「授業概要」のすべてが英語で記載
されているものは、除外して分析することとした。
英語と日本語が併記されている場合には、日
本語で記載されている部分のみを抽出し使用
した。データの収集は、2024 年 10月に実施 

した。

3.2　分析の方法
本研究では、シラバスにおける「授業概要」

の記載内容を用い、奈良先端科学技術大学
院大学にて開発された「茶筌」を用いた形態素
解析により、データに含まれる語を抽出した。次
に、科目区分を外部変数とした対応分析 9) を実
施した。対応分析は、外部変数との関連性を
二次元平面上に同時布置し表現する手法であ
る。科目区分を外部変数とし、出現した語と同
一の平面上に布置することにより、特徴的な語と
外部変数との位置づけを把握することができる。

また、各モデルにおいて学修できる内容の特
徴を明らかにするため、モデルにおける必修科
目及び推奨科目の「授業概要」の共起ネットワー
ク図を作成した。共起ネットワークの作成にあたっ
ては、Jaccard 係数が高い上位60の共起関係
を図示した。本研究では、「AI・情報モデル」
及び「コンテンツデザインモデル」を例に、それ
ぞれのモデルにおける授業内容の共起関係を
確認し、さらにモジュラリティによるサブグラフ検
出10) により可視化することにより、その内容を考
察した。共起ネットワークを活用することにより、
語と語が共に出現する関係を図示でき、テキス
トデータ内の語間の関係性を直感的に把握でき
るようになる。すなわち、複数の科目において共
通して出現する、語同士の関係性のパターンを
発見することができる。ただし、外国語科目及
び専門発展科目は、クラスや所属するゼミ等によ
り扱う内容が大きく異なることが予測されたことか
ら、これらの科目を除外した上で共起ネットワー
クを作成した。

なお、本研究における分析には、KH Coder11)

を用いた。KH Coder は、計量テキスト分析の
ためのフリーソフトウェアであり、形態素解析と
統計的分析を組み合わせた解析や可視化が可
能である。応用研究に利用された事例が豊富
12) であり、本研究の目的を達成することが十分
に可能であると判断したため、KH Coder を採
用し分析を実施した。抽出語の選択（品詞等）
は、KH Coder におけるデフォルト設定によった。
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４．結果と考察

4.1　分析対象の科目・クラスと頻出語
本研究では、260の科目・クラス（表2）が分

析の対象となった。分析対象となったデータに含
まれる文は1,180であり、抽出された語における
異なり語数は3,079であった。

これらの科目・クラスにおける「授業概要」に用
いられている頻出語を、表3に示す。上位には、「授
業」（254回）、「社会」（176回）、「学ぶ」（150回）、

「行う」（138回）、「理解」（129回）といった語
が用いられていた。そのほか、「情報」（77回）、「経
営」（72回）、「デザイン」（70回）など、本学の
専攻の内容と関係する語の使用も多くみられた。

科目群 科目区分 科目・クラス数

総合教養科目群
教養科目  24
外国語科目  22
入門科目群  19

専門基礎科目群

共通科目   4
専攻科目（経営学専攻）  28
専攻科目（人文科学専攻）  26
専攻科目（情報・デザイン専攻）  49
専攻科目（社会科学専攻）  30

専門発展科目群
専門発展科目  32
卒業研究  10

進路支援科目群
実践科目   3
キャリア形成  13

合計 260

抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
授業 254 地域 57 システム 42 重要 31
社会 176 解決 55 テーマ 42 紹介 31
学ぶ 150 文化 55 テキスト 41 理論 31
行う 138 経済 54 身 41 思考 30
理解 129 内容 54 科学 39 戦略 30
講義 100 科目 52 歴史 39 中心 30
知識 93 習得 51 データ 38 日本 30
学習 87 分野 50 使用 38 形式 29
課題 86 グループ 49 現代 36 国際 29
問題 86 自分 49 資料 36 各自 28
企業 85 技術 48 用いる 36 確認 28
基礎 78 考える 48 ディスカッション 35 受講 28
情報 77 方法 48 行政 35 進める 28
学生 72 演習 47 制作 35 政策 28
経営 72 分析 47 英語 34 使う 27

デザイン 70 目指す 46 解説 34 書く 27
基本 70 様々 46 作成 33 担当 27
必要 68 発表 44 実践 33 表現 27
研究 67 ビジネス 43 スキル 32 毎回 27
活動 60 活用 43 試験 31 論理 27

表2　科目区分ごとの分析対象科目・クラス数

表3　頻出語（上位80語）
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日本国際学園大学経営情報学部では、ディ
プロマ・ポリシー 2) において、創造的に主体
的に問題を解決する能力、社会（国際社会・
地域社会）の一員として貢献する能力、多様
な他者と協働できるコミュニケーション能力を身
につけることを求めている。「地域」（57回）や

「グループ」（49回）、「ディスカッション」（35
回）といった語の使用は、これらの能力の育成
を目指していることから用いられていると考えら
れる。

4.2　科目区分との対応分析
図1に、抽出された語と科目区分の対応分析

を実施した結果を示す。対応分析の結果は、
差異が顕著な上位60語を使用しプロットした。
原点に近い箇所には、外国語科目やキャリア形
成、専門基礎科目群（共通科目）といった科目
区分が布置されている。これらの科目のように、
原点に近い箇所には教育課程全体に共通して
出現する語である一方、原点から離れた位置に
プロットされたものは、一部の科目区分に特徴的
に現れる語と言える13)。

各専攻の専門基礎科目群は、いずれも原
点から離れた位置にあり、人文科学専攻では

「歴史」や「英語」、社会科学専攻では「文
化」、経営学専攻では「企業」や「ビジネス」、
情報・デザイン専攻では「データ」や「システ

ム」といったキーワードと授業内容が結びつい
ている。また、「グループ」や「ディスカッション」
といった語は経営学専攻における専門基礎
科目群の位置と距離が近く、日本国際学園大
学経営情報学部が目指すアクティブ・ラーニ

図1　対応分析の結果
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ングの積極的な導入が、シラバスに明記され
ているケースが多いことが示唆された。経営
学専攻には、少人数によるグループ討議、課
題解決、プレゼンテーション等の繰り返しによ
るビジネススクール型授業が取り入れられてい
る現代ビジネス関係の科目が設置されている
14)。ビジネスにおける対応力を育成することを
明示するため、アクティブ・ラーニングに関して、
シラバス上でも積極的に記述されていると言 

える。

4.3　モデルにおける授業内容の特徴
4.3.1　AI・情報モデル
「AI・情報モデル」における必修科目及び

推奨科目の「授業概要」にどのような特徴がみ

られるか、共起ネットワーク図の作成により可
視化した結果を、図 2に示す。「AI・情報モ
デル」においては、60の科目・クラスが対象と
なった。「AI・情報モデル」では、「情報」、「社
会」、「技術」、「システム」といった語により
構成された、大きなサブグラフが検出された。
このほか、「プログラミング」や「言語」等によ
る組み合わせや、「データ」、「分析」、そして
「処理」といった組み合わせによるサブグラフ
もみられた。また、「コミュニケーション」、「ス
キル」といった語の共起関係もみられ、対話・
協働による能力の育成を目指している授業も設
置されていた。
「AI・情報モデル」では、AI（人工知能）・

IoT（モノのインターネット）・データ分析を中心と

図2　AI・情報モデルにおける授業概要の共起ネットワーク
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した学びと、情報システム・ネットワーク・セキュ
リティを中心にした学びの双方を可能とするよう、
カリキュラムツリーが構成されており、科目が設
定されている。しかし、AI 等の一部分野に関連
した用語は少なく、現時点のシラバスでは、体
系的に学修を進めることが難しい可能性がある
と予測された。

そこで、記述内容について、類似した科目ご
とに分類し科目の設置状況を明確とするため、
科目ごとのクラスタ分析（図3）をおこなった。ク
ラスタ数は10とし、類似した記述内容を含む科
目のクラスタを抽出した。専門基礎科目群にお
いて唯一「AI」が名称に含まれている「AI の活
用」は、「情報・デザイン入門（AI・情報）」や

「情報基礎 A」等、入門科目群が多いクラスタ
に含まれており、専門基礎科目群における他科
目との接続が十分に図られていない可能性があ
る。数理・データサイエンス・AI に関する教育
の重要性が指摘 15) され、その充実が求められ
る現代において、学生のキャリア形成に寄与す
るよう、カリキュラムマネジメントが求められている
と言えよう。

4.3.2　コンテンツデザインモデル
「コンテンツデザインモデル」における必修科

目及び推奨科目の「授業概要」にどのような特
徴がみられるか、共起ネットワーク図の作成によ
り可視化した結果を、図4に示す。「コンテンツ
デザインモデル」においては、59の科目・クラス
が対象となった。「コンテンツデザインモデル」で
は、「デザイン」や「CG」、「グラフィック」、「色
彩」等による組み合わせや、「音」や「映像」、「編
集」といった組み合わせによるサブグラフがみら
れ、これらの技能を身につけることが目標の1つ
となっていると推測される。

そのほか、「自分」、「知る」、「考える」と
いった語により構成されたサブグラフも検出され
た。「コンテンツデザインモデル」では、自ら知る、
あるいは考えるといったスキルの向上を目標とし
ている科目が設置されていると考えられる。

図3　 AI・情報モデルにおける必修科目・
推奨科目のクラスタ分析
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５．まとめと今後の課題

本研究では、日本国際学園大学経営情報学
部において開講されている科目のシラバスを用
い、その授業内容を計量テキスト分析により明ら
かにした。頻出語や科目区分による特徴を考察
した上で、日本国際学園大学経営情報学部に
て2024年度から導入されているモデルによる学
ぶ内容の違いについて、共起ネットワークにより
可視化する手法を検討した。本研究では、モ
デルに対応した必修科目や推奨科目の「授業
概要」を踏まえ、共起ネットワークを作成し学び
の内容を可視化したが、この手法を応用し、各
学生が履修した年度や科目に対応させた共起
ネットワークを情報として提供することにより、個

別最適化された学びの振り返りやキャリア指導
が可能となるだろう。

おわりに、本研究の実施を通じて明らかになっ
た今後の課題を述べる。本研究においては、
シラバスの計量的分析を試みたが、分析を行う
ためのデータの可用性が高いシステムになって
いるとは言えない。例えば、シラバスの Linked 

Open Data 化 16) を進めることにより、教育課
程のさらなる体系的分析、あるいは他大学との
比較による教育の質向上に役立てることが期待
される。シラバスの記述やそのデータ形式を構
造的・体系的なものとすることにより、カリキュラ
ムマネジメントに新たな知見を生み出し、教育
の質向上へつなげることが必要ではないだろ 

うか。

図4　コンテンツデザインモデルにおける授業概要の共起ネットワーク
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